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柳哲雄先生を囲む研究集会の再開について 

一昨年前に柳先生が九州大学を定年退職され、それまで毎年 12 月に恒例となっていた「沿岸海洋」

に関する九州大学応用力学研究所の研究集会が終了しました。この研究集会は、広島大学生物圏研

究科の橋本俊也先生のお世話で平成 12 年から 13 年間も続いてきたものでした。昨年より、『この

研究集会は非常に良かった』、あるいは『何とか再開して欲しい』等の強い声がありました。 
九大応力研の研究集会には非常に多くの方々が参加されてきましたが、長くこの研究集会でお世

話になった者として、研究集会の再開についてはずっと考えておりました。この度、神戸大学大学院

海事科学研究科の林美鶴先生のお世話で、「海洋環境研究集会」として数年間は開催できる運びとな

りました。現在、柳先生が神戸の国際エメックスセンターにお勤めで、神戸大学の客員教授もされ

ており、もちろん柳先生にもご参加いただく研究集会です。 
ご存じなかった方もおられると思いますが、九大応力研は「力学に関する学理およびその応用の

研究」を目的とした全国共同利用研究所であり、その共同利用プログラムのなかに、研究について議

論する「研究集会（所内の関連する分野の研究者と共同で開催）」がありました。私たちが長年お世

話になった研究集会は、正式には広島大学の橋本先生が代表者となって、これに応募・採択された研

究集会でした。従って、研究集会開催の為の費用や事務手続きあるいは要旨集作成等については九

大の技術職員の方のサポートもありました。今回、再開する研究集会にこのような枠組みはなく、林

先生のご尽力で開催されるものとなります。そのため費用や事務的援助の保証はなく、お世話頂く

側の事情もあり、練習船「深江丸」の見学会などの実施も同時に予定されています。 
また、そもそも、九大応力研の研究集会が何故、あのように長年継続し、沢山の方の参加があり、

且つ、その再開を望む声があがったのか？ 今一度、考え直して原点に戻ってみたいと思います。九

大応力研の研究集会は、決して学会ではなく、研究集会です。最初、少人数で始まった会にいろいろ

な方が参加され始めた頃から、「学会発表するまでには至っていないが、少し話を聞いて欲しい」、

「研究の進展に行き詰っているので相談したい」、「同じ海の研究とは言え、物理、化学、生物、モ

デルなど様々な研究分野の人と議論できるのがうれしい」などの思いを持った方が集まっていまし

た。柳先生から「アホ、ボケ」と怒られつつも、率直な意見を頂き、他分野の方々の交流によって自

分の研究の発展に大きなヒントのようなものが得られる集会であったと思います。また、懇親会も

幅広い研究分野の方との非常に有意義な議論・情報交換の場でした（ほとんど、忘年会みたいなと

ころもありましたが）。従って、本研究集会は決して学会発表の練習に利用する集会ではありません。

また、ある特定の専門分野から多数の発表希望があった場合には、発表をお断りする事もありまし

た。そんな過去の経緯も再認識しながら、九大応力研の研究集会の雰囲気をそのまま再現したいと

考えています。 
この研究集会に参加をご希望される方には、本研究集会の主旨とこれまでの経緯を良くご理解頂

き、また、多くの若い研究者の皆さんに神戸に集まって頂きたいと思います。今回再開される研究

集会が、応力研の研究集会同様に、皆さんにとって有意義なものとなるよう願っています。 
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